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1.質問 2.信仰 3.お祈り
▲ハバククの質問は、ユダが堕落をしていたので、な

ぜ、堕落をしたユダを放っておかれるのかということ

を質問した。それに対して、神様はハバククに答えた。

1)ユダヤ
(1)悪のユダをなぜ放っておくか質問(ハバ 1:2-4)
(2)カルデヤがユダを攻める(ハバ 1:5-11)

2)なぜユダより悪のカルデヤを用いるのか質問
(ハバ 1:12-2:1)
(1)人間は皆罪びとであり正しい人は一人もいない
―神の裁きから逃れられる人はない(ハバ 2:2-20)。

3)ローマ 3:10(義人はいない。ひとりもいない。)
・神様の前で正しい人はいない(ローマ 3:23)
〇ローマ 3:19(それは、すべての口がふさがれて、
全世界が神のさばきに服するためです。)
・全て悪魔の奴隷として生まれる―偶像崇拝する

・全ての人が裁きの中にいるから必ず滅びがくる。

〇私達は、悪魔が何をするのかをよく分かるように。

・サタンが偶像崇拝をさせている(ハバ 2:18-19)。
・サタンが御言葉に従えないようにしている。

・サタンの支配の中にいるので裁きが下る。

▲私達は、どのような信仰を持てば良いのか。

1)ハバクク 2:4(見よ。彼の心はうぬぼれていて、まっすぐでない。しか
し、正しい人はその信仰によって生きる。)
(1)人間の力では絶対に救われることは出来ない。
・私は、キリストの力なしには救われることが出来ない

―自分の状態を正直にみて告白できる人が真の正しい人である。

(2)ローマ 1:17(「義人は信仰によって生きる」と書いてあるとおりで
す。)
・福音を信じる信仰で救いを与えて下さる。

・義人は信仰によって生きる(ガラ 3:11、ヘブル 10:38)。
・自分は何者でもないことを認めることが出来るように。

(3)ヘブ 11:6(信仰がなくては、神に喜ばれることはできません。)
・信仰がなくては神に喜ばれる事はできない。

・聖書の中の主人公たちは、足りない人も多い。

・力がある人ほど、自分の力で出来ると思っている。

・私が弱いと認める人が正直な人である。

2)ハバクク 2:14(まことに、水が海をおおうように、地は、主の栄光を知
ることで満たされる。)
・福音が全地域に広まっていくようになる。

・必ず、全地域に神様の栄光が及ぶようになる。

3)ハバクク 2:20(しかし主は、その聖なる宮におられる。全地よ。その御
前に静まれ。)
・全地の人々が、主の前で静まり、礼拝を捧げるときがくる。

・神様の救いは完全である。

・神様の救いの働きを知ったハバククは感謝の祈りを捧げた。

▲救いの働きを分かる人は感謝の祈りを捧げる。

感謝、賛美して祈る時に、全てが回復される。

1)ハバ 3:2(この年のうちに、それをくり返してく
ださい。この年のうちに、それを示してくださ

い。)
・私達が賛美して祈ると全てが回復される。

・私を救って下さった喜びを味わうように。

・日本がこの年の内にキリスト教国家になる

ように祈る。

－私の家族・友人がこの年に救われるように

2)ハバ 3:5(その御前を疫病が行き、熱病はそのう
しろに従う。)
・救いを与えるために、災いもゆるされる。

・私達に問題が来るのは信仰を強くする為。

3)ハバ 3:8(主よ。川に怒りを燃やされるのです
か。あなたの怒りを川に向けられるのですか。)
・救いを与えるために、主は怒りを燃やされる。

・人々を救い出すために、災いも許される。

(1)ハバ 3:13(あなたは、ご自分の民を救うため
に出て来られ、あなたに油そそがれた者を救う

ために出て来られます。)
・民たちを救い出すために主は働きをなさる。

4)ハバ 3:17-18(いちじくの木は花を咲かせず、ぶ
どうの木は実をみのらせず、オリーブの。木も

実りがなく、畑は食物を出さない。羊は囲いか

ら絶え、牛は牛舎にいなくなる。しかし、私は

主にあって喜び勇み、私の救いの神にあって喜

ぼう。)
・私が救われたことに喜び、感謝をする。

・キリストだけで満足、完全、全てである。

▲結論―ハバ 3:19(私の主、神は、私の力。)
・日本は必ずキリスト教国家となる。

・救いの喜びを味わう人を通して福音化する。

・サタンは私達の霊的な力をなくさせる。

・霊的な力を受ける者となるように。

・祈り、賛美をすると霊的な力を受ける。



現場地教会（2021 年 7 月 25 日～2021 年 7 月 31 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「信仰で生きる人の信仰と祈り」（ハバクク 3:17-19）

【讃美】 397 ひかりの高地に

【祈り】

①教会の祈りの課題

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム・祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン

福音宣教教会

祈り題

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27)
2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17)
3. レムナント(イザヤ 6:13)
4. 癒し(使徒 19:8－20)
5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23)
6. 200 都市(創世記 41:36－38)
7. 1000 大学(使徒 19:9－10)
8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3)
9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3)
10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237)
11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10)
12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8)

契約の祈り
(主日礼拝)

1. サタンの奴隷になって神様の裁きを受け、自力では決して救われな
い私に、救い主キリストを信じる信仰を恵みで与えてくださり、救っ

てくださったことを感謝します。

2. 自分の無力さを認めて、主の前に信仰でへりくだるとき、問題も救
いのチャンス・信仰の成長のチャンスになり、私たちを通して神の栄

光が現れることを信じます。

3. 御言葉と祈りで霊的な力を受け、ただ救いを喜ぶ霊的に強い人にな
り、サタンの国をつぶして日本をキリスト教国家にする信仰の人にな

りますように。

お知らせ

1．世界レムナント大会 8月 3 日～5日

2．リーダー修練会

1次：7月 28 日 9 時、7月 29 日 18 時

3．日本伝道集会：オンラインリアルタイム生放送

第１講義：9月 23 日(木)10:00、2 講義：同日 11:00

4．サミットスクール野外訓練(登山)7 月 30 日 8:00～17:00

レムナントのためにお祈りをお願いします。

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


